
第４回 大宮グランドセントラルステーション推進会議 主なご意見の概要 

発言者 ご意見 

岸井委員

西口についても、駅東西の役割分担や東西の接続の観点から、検討が必要。 

将来の大宮のあり方について、現行の大宮駅を前提とする必要はない。中央口の混

雑解消のために改札を移すこと等も範疇に入れた検討をすべき。 

骨子案は次回会議までに精査していくが、今回初見の方もいる。お気づきの点につ

いては事務局に意見を寄せてほしい。 

久保田委員

基盤整備推進部会では、鉄道事業者以外のバス･タクシー事業者からも交通結節点と

して乱横断の防止といった安全性の向上や乗換利便性の向上等について意見が示さ

れている。駅前空間については、賑わい空間づくりという視点だけでなく、このよ

うな意見を盛り込んでいくことも必要。 

窪田委員

まちづくり推進部会では、スタディパターン４案をもとに、まちづくりとして重要

視したい要素の共有化を図ってきた。ＧＣＳ構想の検討においては、スタディパタ

ーンのイメージパースなどを活用しながら議論し、「こういうものをみんなで作ろ

う」といったメッセージが伝わるものにしたい。 

南地区 大宮駅ＧＣＳ化構想の骨子案はこれまでの議論が概ね纏まっている印象。 

西地区

スタディパターンの検討においても、まちづくりの視点と交通事業者の視点で意見

が分かれることがある。多様なことを盛り込んでいくことも重要だが、その結果、

構想で何を言いたいかが分かりにくくなっては困る。構想として盛り込むべき内容

を精査するなど、引き算をしていくことも必要。 

中地区 まちづくり推進部会の今後の検討に向けて専門家の意見を伺いたい。 

北地区
北地区は新設計画の東西通路が非常に重要な要素となる。西口側も含めて、東西通

路とまちの接続が重要な課題。 

JR 東日本

大宮駅構内での新幹線･在来線各線への乗換については利便性が十分に確保できて

おり、ほぼ完成された駅であると認識。残された課題としては、他の鉄道やバス･

タクシーなどの他の交通モードへの乗換えやまちへの人の流動の展開である。一方

で、JRが所有するほとんどの用地は線路等に供しているため、JR主体においてこれ

らの機能を強化したり、安全性の向上を図ったりしていくということは難しい状況

にある。 

仮にこれらに手をいれていくとなると時間も費用も莫大なものになるため、現実的

には、周辺のまちづくりと連携しながらすすめていくというように認識。 

東武鉄道

骨子案に、東西通路の新設にあたって、鉄道乗換の利便性と安全性の向上について

記載されていると思うが、これらの駅を含む周辺のまちづくりの全体の動きの中で

東武鉄道の駅舎についても検討をしたいと考えている。 

埼玉県

鉄道間の乗換利便性だけでなく、安全対策の観点も含めて検討願いたい。 

路線バスの乗降場の集約化等については、利用者の利便性に影響がないように配慮

願いたい。 

国土交通省

都市鉄道政策課

大宮駅は、広域的な交通ネットワーク拠点駅プロジェクトに位置づけられているこ

とから、鉄道の乗換利便性の向上について拡充願いたい。 

ＵＲ都市機構
民間建築物の一階部分に交通広場を設けることにより、道路や交通広場によって街

が分断されないようにするということは大宮らしい観点である。 

民都機構
民都機構は、民間事業者に対して融資や出資で支援することもできるので、その支

援を元に民間事業者の公的貢献を促すような表現にしてはどうか。 





資料２

大宮駅グランドセントラルステーション化構想 

骨子案報告会の開催について 

１．目 的  

大宮駅グランドセントラルステーション化構想骨子案の周知を図る。 

２．方 法 

大宮駅東口駅前４地区の以下のまちづくり団体それぞれに対して１回の報

告会を開催する。 

・ 大宮駅東口駅前南地区まちづくり推進協議会 

・ 大宮駅東口西地区まちづくり推進協議会 

・ 大宮東口駅前街づくり会 

・ 大宮駅東口北地区市街地再開発準備組合 

３．内 容 

「大宮駅グランドセントラルステーション化構想骨子案」の報告を行う。 

４．対 象 

上記の駅前４地区の区域の地権者 
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